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 移動(曳航)観測  

本章では移動（曳航）観測データの解析方法と各種図、テキストデータの出力方法について記載します。 

※流量観測については、別紙 流量観測編を併せてご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 解析処理を行う前に 

観測場所、観測方法、センサー(GPS、GPS コンパス、測深器)の有無を確認します。 

また、事前に VmDas や WinRiverII など、データ取得用ソフトウェアでもデータを確認します。 

解析時には、地図上に航跡を表示する場合があるため、解析用 PC がインターネットに接続していること

を確認し、作業を開始します。 

 

２. バイナリデータの読込みとクイック表示（断面コンタ図、航跡ベクトル図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動観測の例 

①バイナリデータを読み込む 

ファイル/フォルダのﾄﾞﾗｯｸﾞ＆ドロップまたは、 

読込みボタンよりフォルダ選択 

②表示 

（ダブルクリック 

または、 

Data 読込みボタン） 

 

うまく表示できない場合は 

*X 軸設定が距離になっている？ 

*EI(反射強度)でデータを確認 

*解析タブでエラー除去が 

大きくなっていないか確認 
ファイルリストをソートしたい場合は、 

[ファイル名]ヘッダーをクリックします。 
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３. 計測座標系と出力座標系 

ＡＤＣＰの計測座標系は、ビーム座標、機械座標、船座標、地球座標の４つがあります。 

観測時にどの座標系でデータを取得するかコマンドで設定し、観測を行っています。 

ＡＤＣＰのデータ解析時には、計測座標系を考慮して解析の設定を行う必要があります。 

 

[ビーム座標（Beam Mode）] 

各ビームの発射方向に沿った流速値を計測するモード。 

バイナリデータに格納されるデータは、座標変換されておらず、 

各ビームに対して、 

向かってくる方向（＋）、遠ざかる方向（ʷ）の流速値が格納されています。 

ヘディング、ピッチ、ロールの補正は行われておらず、 

後処理のコーディネート変換時に必要に応じて補正を行います。 

 

[機械座標（Insturument Mode）] 

機械(ADCP)のビーム 3 をＹ軸の基準として直交座標系で流速値を計測するモード。 

ビーム 3 に対しての流れを得る事ができ、バイナリデータには、X 方向、Ｙ方向、Ｚ方向の流速データ

が格納されます。ヘディング、ピッチ、ロールの補正は行われません。 

 

[船座標（Ship Mode）] 

船を基準とし、船体の移動方向（船首）を軸とした直交座標系で流速値を計測するモード。 

ビーム 3 を船首方向にとると、機械座標と同じになります。 

船座標では、ヘディングデータは使用しませんが、揺動（ピッチ、ロール）が考慮されています。 

バイナリデータには、Ｘ方向、Ｙ方向、Ｚ方向の流速値が格納されます。 

 

[地球座標（Earth Mode）] 

地球座標（北方成分（u）（北（＋）、南（ʷ））、東方成分(v)（東（＋）西（ʷ））、鉛直成分(w)を基準と

した直交座標系で流速値を計測するモード。 

ヘディングデータは、ADCP の内部コンパス値を使用します。 

なお、内部コンパスは磁気コンパスであるため、磁北を基準とした方位が記録されます。計測設定時に

コマンドでオフセット値を与えて真方位に変換している場合もありますが、多くの場合は、後処理で真

方位変換を行うため、注意が必要となります。 

また、揺動（ピッチ、ロール）も考慮された値が格納されています。 
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４. 詳細設定 

メイン画面＞[設定]タブ 

4-1. 流速リファレンス 

 

 

→[BT]または[外部 GGA]を選択します。 

 

流速リファレンスは、相対流速から対地流速を取得するために除去する、対地速度を選択します。 

移動観測の場合、除去する ADCP 移動速度を[BT]もしくは[GGA]から選択します。 

観測時に GNSS がついていない（バイナリデータに格納されていない）場合、[GGA]は選択でき

ません。 

[例] 選択推奨 

橋などの影響で GNSS が正常に取得できていない場合 [BT] 

流砂速度(Bedload Velocity、河床移動速度)が発生している場合 [GGA] 

河床付近に掃流砂の様な高濁度層が生じている場合 [GGA] 

揺動が激しい場合 [GGA] 

深度が大きく、ボトムトラックが海底まで届いていない場合 [GGA] 

使用した GNSS が RTK-GNSS ではなく D-GNSS だった場合 

※外洋などで観測を行い、BT が取得できていない場合はこの限りではありません。 

[BT] 

GNSS データが ADCP 内部 GNSS(RiverPro)の場合 

※河床移動等により BT が使えない場合は、この限りではありません。 

[BT] 
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4-2. 出力座標系 

 

 

 

 

 

 
(※1) 

EX コマンドの 3bit 目が 1 の場合は傾きセンサー

データを反映した出力結果となっています。 

 

地球座標(Earth モード)でデータを取得した場合 

→地球座標[有]を選択します。 

※地球座標で計測を行った場合、既に地球座標に変換された流速値がバイナリデータに格納され

ているため、他の座標系へのコーディネート変換はできません。 

 

船座標(Ship モード)でデータを取得した場合 

→船座標[有]、地球座標[有]を選択します。 

 

機械座標(Instrument モード)、ビーム(Beam モード)でデータを取得した場合 

→船座標[有]、地球座標[有]を選択します。 

※機械座標は、揺動補正を行わないため、移動観測時には船座標か地球座標に変換します。 

 

  

座標系 
方位センサー 

(Heading) 

傾きセンサー 

(Pitch/Roll) 

Beam      (ビーム座標) × × 

Instrument (機器座標) × × 

Ship       (船座標) × 〇(※1) 

Earth      (地球座標) 〇 〇(※1) 
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4-3. 航跡ソース 

 

 

→航跡を[BT]、[外部 GGA]、内蔵[GGA]から選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※内蔵 GGA は RiverPro のみ有効です。 

※流速リファレンスと航跡ソースは、別々のリファレンスを指定することが出来ます。 

※GGA が取得できている場合、[BT]選択した場合でも、計測開始地点の GGA の緯度経度情報

と BT の XY 座標から、アンサンブル毎のボトムトラック緯度経度を算出しています。 

 

[例] 選択推奨 

橋などの影響で GNSS が正常に取得できていない場合 [BT] 

流砂速度(Bedload Velocity、河床移動速度)が発生している場合 [外部 GGA] 

河床付近に掃流砂の様な高濁度層が生じている場合 [外部 GGA] 

揺動が激しい場合 [外部 GGA] 

深度が大きく、ボトムトラックが海底まで届いていない場合 [外部 GGA] 

使用した GNSS が RTK-GNSS ではなく D-GNSS だった場合 

※外洋などで観測を行い、BT が取得できていない場合はこの限りではありません。 

[BT] 

※航跡は外部 GGA でも〇 

ADCP 内蔵 GNSS(RiverPro)を取得している場合 [BT]、[外部 GGA] 

※航跡は内蔵 GGA でも〇 
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4-4. 流速・航跡リファレンス計算に使用するコンパスソース 

 

 

 

 

 

 

 

 

→[ADCP 磁気コンパス]、[GNSS コンパス]のいずれかを選択し、偏角補正などを行います。 

コンパス情報は、東方成分、北方成分などに変換したデータを得るために、ADCP 自身がどちら

の方向を向いているのかを記録した情報です。 

 

ADCP 磁気コンパス 

ADCP の内部磁気コンパスを使用します。磁気コンパスは真方位に変換します。 

[磁気偏角]に偏角値を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 偏角情報は、国土地理院 Web ページをご参照ください。 

 https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/geomag/menu_04/index.html 

※海外の場合は、（http://www.geosats.com/magdecli.html）をご参照ください。 

 

偏角とは 

真方位（真北）と磁方位（地磁気の北、磁北）の差のことです。 

日本国内の場合、北よりも西側に約 5 度～9 度ずれています。 

偏角を補正する場合は、真北を 0（基点）とし、東側方向へは＋値、西側方向へはʷ値で入力しま

す。（国内の場合は -5 ～ -9 deg） 

 

GNSS 情報がある場合は計測開始地点の緯度経度情報より 

偏角情報を自動計算します。 ※日本国内のみ 

航跡ベクトル図画面に 

スクロールバーが表示されます。 
(もう一度クリックすると表示が消えます。) 

航跡表示を[コンボ]にすると、 
BT、GGA の航跡が両方表示されます。 

スクロールバーで BT 航走方位を動かし、 

偏角補正値の参考とすることが出来ます。 

ADCP の内部コンパス(磁気)のズレを 

GNSS と磁気コンパスの差分から偏角差を求め、1 アンサンブル毎に補正します。 
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GNSS コンパス 

外部 GNSS コンパスを使用します。 

※GNSS コンパスは真方位のため、偏角補正は不要です。 

 

 

 

 

 

GNSS コンパスでは、アライメント誤差を考慮する必要があります。 

アライメント誤差は、船首に対する ADCP ビーム 3 の偏角、コンパス自体の誤差が含まれます。 

 

[オフセット(取付差)] 

船首に対する ADCP ビーム 3 の偏角を入力します。 

※EA コマンドで予め取付差を補正して取得した場合は、ここでの補正は不要です。 

ADCP 観測では船首方向に対して、3 番ビームを 45deg 回転して観測を行う事があります。 

特に大型の船艇装備型、RiverRay、RiverPro では予め 45deg 回転させています。 

これは、一軸方向だけ相対流速が大きくなりすぎてしまい、観測可能最大流速を上回らないよう

に考慮するためです。 

このような場合、EA コマンドで補正することが多いですが、まれに後処理で実施する場合もある

ためご注意ください。 

 

[ミスアライメント(GGA-BT)] 

コンパス自体の誤差を補正します。 

[一括]：全てのアンサンブルを同じミスアライメント値で補正します。 

[各アンサンブル毎(自動)]：アンサンブル毎にミスアライメント値を計算し、自動補正します。 

 

大型船舶の船底に ADCP を艤装しているケースでは、一定距離を直線的に航走させ、BT 針路と

GNSS 針路からミスアライメントを導きます。 

※この場合、BT トラッキングが正常に取得できていることが大前提となります。 

※AXIS は全アンサンブルの平均アライメントとなります。 
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4-5. 水面/ボトム計算方法 

 

 

 

 

 

 

→測深 ボトム値（河床／海底）を選択し、 

サイドローブを定義します。 

 

ADCP のボトムレンジは、 

超音波の往復時間を計測することで、ボトムまでの距離、すなわち水深を計測したものです。 

ADCP には 4 つのトランスデューサーがあるため、各々のビームで計測した 4 方向の深度を

得ることが出来ます。なお、得られるボトムレンジは、ADCP のビーム角度を補正し、直下高

度に換算したものになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボトムトラックが有効な場合は、[BT 2BmAve.]または、[BT 4BmAve.]から選択します。 

ADCP の傾きが大きい場合は合わせて[傾斜補正]を行います。 

また、ボトムの抜けがある場合（特に河川で流量算出を行う場合）、 

[ボトムレンジ欠測補完]にもチェックしてください。 

 

※ボトムレンジの欠測が多い場合は、正常にボトム補完が出来ない場合があります。 

この様な場合は、欠測補完を行わずに流速データをテキスト出力し、 

テキストデータをベースにして計画断面や他の回の断面データをボトム値として手動で補完

し、VAt テキストモードで再読込みし、描画することをオススメします。 

 

 

 

 

 

※傾斜角度を補正する場合は、 

[傾斜補正]にチェックしてください。 
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BT 2BmAve.  

最大と最小を除く 2 ビームの平均 BT レンジを

水深値として使用します。 

河岸際やダムの岸、ボトムの起伏が激しい場所な

どでは、ボトムレンジの計測誤差が大きくなりま

す。 

4 本のビームは放射状に 20 度で拡がるため、厳

密には同じ場所を計測していることにはならず、

右図のように高低差が著しい場合は、 

[BT 4BmAve.]を使用すると実際より深度が小さ

めに算出されることが多くなります。 

そのため、このような場所では[BT 2BmAve.]を使用することを推奨しています。 

 

BT 4BmAve. 

ADCP の放射状に広がる 4 本のビームで計測した平均 BT レンジを水深として使用します。 

各ビーム単独での測深誤差は 1cm と比較的高精度であり、ボトムが平坦な場合に選択を推奨

します。 

 

鉛直(5th)Bm 

測深用の鉛直ビームを備える 5Beam 型 ADCP(RiverRay,RiverPro,SentinelV)の測深データを

水深値として使用します。 

鉛直ビームでは、ADCP 本体直下の測深データを同時計測出来ます。 

低周波数のため、高濁水時でもデータロストが少ないのが特徴です。 

ただし、鉛直ビームは 1 ビームのみなので、4 ビーム使用する[BT 2BmAve.]や[BT 4BmAve.]

よりもデータロストは多くなります。 

 

[外部測深機] 

外部測深機を使用した場合、深度データとして使用することができます。 

ADCP と音響測深機を同期させることで、ADCP 本体直下の測深データを音響測深機で補助

的に取得することが出来ます。 

ただし、外部音響測深器は高濁度に弱く、洪水時には ADCP より先に計測が出来なくなって

しまうことが多いため、使用時はご注意ください。 

 

[傾斜補正] 

ADCP 自体の傾きを考慮し、ADCP 直下の深度が出力できるよう傾斜補正行います。 

 

 

 



p. 10 
 

[ボトムレンジ欠測補完] ※現在は線形内挿のみ対応しています。 

欠測アンサンブルの深度を前後のデータを用いて線形内挿します。 

 

4-6. サイドローブ定義 

 

 

→サイドローブ干渉エリアを定義します。 

ボトム（河床／海底）ラインとサイドローブラインの間のデータを除去します。 

 

サイドローブとは 

トランスデューサーから発射する超音波には、

メインローブとサイドローブが存在します。 

メインローブは超音波強度の最も強い領域で、

ADCP ではこのメインローブを受信して解析に

用いています。一方、メインローブの外側にも

小さなピークを持つサイドローブと呼ばれる超

音波帯が存在し、これが水面やボトムと干渉を

引き起こす原因となります。 

 

データ解析時には、このサイドローブ干渉エリ

アのデータを除去し、使用することが望ましい

とされています。 

 

サイドローブ干渉ラインは、ADCP のビーム角

度に応じて物理的に発生するエリアに加えて、ADCP 自体の傾きや、ボトムの凸凹でもそのエリ

アが異なります。 

そのため、データを確認しながら指定する必要がありますが、一般的には、6％～20％程度の値を

指定します。 

※WinRiverII では 20％(固定値)が採用されています。 

 

 

 

4-7. 高さオフセット 

 

 

 

※移動観測の場合は、下向き観測のオフセットのみ有効です。 

→高さオフセット値を入力します。  
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メイン画面＞[解析]タブ 

4-8. ノイズフィルター及び内挿補完 

 

 

 

 

 

 

 

→ノイズ除去を設定します。 

最大流速 : 表示する流速の最大値を設定（ここで設定した上の流速は表示しない） 

%Good(1+4) : 表示するデータのパーセントグッドの最小値を設定 

コリレーション : 表示するデータのコリレーションの最小値を設定 

エラー流速 : 表示するデータのエラー流速の最大値を設定 

 

最大流速 

デフォルト値 9999cm/s は、ノイズカット無しです。 

流速異常値の判断は、3σ（標準偏差の 3 倍）値を参考にします。 

 

%Good とは 

ピング発信数とエラースレッショルドをパスしたピング数の割合のことで、ADCP のデータ品質

管理用のパラメーターの一つです。 

各アンサンブル、各層毎に 4 つの%Good 値が出力され、それぞれの意味は観測に応じて設定し

た ADCP の座標系により下表のように異なります。 

 

座標系 PG1 PG2 PG3 PG4 

ビーム座標 Beam 
Beam1 の 

有効データの割合 

Beam2 の 

有効データの割合 

Beam3 の 

有効データの割合 

Beam4 の 

有効データの割合 

機械座標 Instrument 
3 ビームモードで

計算された際の有

効データの割合 

4 ビームで計測し

た結果、誤差流速

が WE を超えてい

たためエラーとな

った割合 

2 ビーム以上が異

常データで流速の

計算が不可能だっ

た割合 

4 ビームで計算さ

れた際の有効デー

タの割合 

船座標 Ship 

地球座標 Earth 

 

地球座標の場合、PG1+PG4 の合計値を%Good 値とし、判定を行います。 

3 ビームモードは、4 つのビームの内 1 つが欠測した場合でも、残り 3 つのビームを使用して流

速計算を行うモードです。 
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コリレーションとは 

データ品質管理のための重要なパラメーターの一つで、散乱粒子の分布が位相測定の間でどれだ

け変わるのかを相関値で判断するための指標です。コリレーション値が高いほど、サンプルされ

た流速データの精度と信頼性が高いことを示します。 

ADCP 観測の際、WC コマンドによりコリレーションによるデータ棄却の閾値を設定できます。 

デフォルトは WC64 のため、多くの観測は、バイナリデータに格納される時点で WC64 未満が

棄却されています。 

 

エラー流速（誤差流速）とは 

エラー流速とは、各層の均一性を評価する指標で、ADCP が計測する 2 つの鉛直流速の差から算

出されます。 

対角上の 2 ビームは鉛直成分と水平方向の一成分をそれぞれ計測します。ADCP の 4 ビームから

は、二つの独立した鉛直方向の流速値が求まり、この二つの鉛直流速の差の絶対値がエラー流速

です。 

ADCP は 4 つのビームで計測する範囲において、一様な流れ場であることが計測の前提となって

います。しかし、ここに場の不均一性が生じると、二つの鉛直流速に差が生じ、エラー流速が大

きくなります。ADCP 観測の際、WE コマンドによりエラー流速によるデータ棄却を設定できま

すが、観測設定で用いることの多い、デフォルトのＷＥ値は 1.0m/s であるため、閾値としてはか

なり甘い値と言えます。エラー流速のカットは、データ処理時に値を確認して除去するのが望ま

しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

実測範囲内内挿補完とは 

ADCP の実測範囲内について、ノイズ除去を含むデータ欠測部を内挿補完します。 
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4-9. 航跡直線化 ※河川流量算出時のみ使用 

 

 

 

 

→湾曲した航跡を任意方向に直線化します。 

航跡を横断測線に沿って投影補正し、航走距離と水面幅が一致するようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動（始終点） 

航跡の始点と終点を結ぶ航走方位を直線化方位とします。 

 

任意固定方位 

任意方位を入力します。また、     ボタンをクリックすると、航跡ベクトル図上で航走方

位ラインを引くことができ、ラインの方位が任意固定方位として自動入力されます。 

①任意固定方位にチェックし、任意方位取得ボタンをクリックします。 

 

 

 

②航跡ベクトル図画面上で始点を決め、クリックします。 

 

 

 

 

 

③マウスを移動するとラインが引かれます。終点を決め、クリックします。 

 

 

 

  

有効状態になる 
※もう一度クリックすると無効状態になり、

既存ラインも消去されます。 

始点を決める 

終点を決める 直線化ラインの距離が表示されます。 

終点をクリックした時点で、任意固定方位

での航跡直線化が実行されます。 
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4-10.  流下軸成分(SW) 

 

 

 

 

 

→北方成分、東方成分以外の任意方向成分を抽出する場合に設定します。 

 コンタ図の SW(ストリームワイズ)タブにあたります。 

 河川では、断面流量を算出するために流下軸を抽出します。 

 

航跡直交（Ens 毎） ※WinRiverII ではこの方法で流量を算出しています。 

アンサンブル毎に航跡と直交する流速成分を出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横断方向と直交 

航走方位と直交する角度を流下軸方向として流速成分を出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

Ｅ 

＋方向 

※蛇行航跡において簡単に流量を算出するための手法となり

ますが、必ずしも一定方位の流速成分を抽出したものではな

いため、厳密には流下軸成分とは少し意味が異なります。 

理論的にはどの方法でも同じ流量が算出されます。 
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平均流向 

計測開始から終了期間の全層、全アンサンブルから計算した平均流向を流下軸方向として流速成

分を出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

任意固定方位 

ユーザーが指定する任意方向（真方位角度を入力する）を流下軸成分とします。 

任意方位を入力します。 

また、     ボタンをクリックすると、航跡ベクトル図上で流下軸成分ラインを引くことが

でき、ラインの方位が任意固定方位として自動入力されます。 

 

①任意方位にチェックし、任意固定方位取得ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

②航跡ベクトル図画面上で始点を決め、クリックします。 

 

 

 

 

 

 

③マウスを移動するとラインが引かれます。終点を決め、クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※感潮河川など流下軸方向が一様でない場合、平均流向が実

際の流下軸成分とは異なる場合があります。 

ご注意ください。 

有効状態になる 
※もう一度クリックすると無効状態になり、

既存ラインも消去されます。 

始点を決める 

終点を決める 終点をクリックした時点で、 

任意固定方位を流下軸成分として SW が計算

されます。 

直交方向に補助ラインが引かれます 
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4-11.  鉛直成分(Vertical,Z) 

 

 

→鉛直成分の算出方法を設定します。 

 

4Beam による鉛直成分 

対角上の 2 ビームからそれぞれ独立した、二つの鉛直成分流速が求まります。 

4Beam による鉛直成分は、二つの鉛直成分流速の平均値を w 流速値としています。 

 

鉛直(5th)Beam 

鉛直(5th)ビームを有する ADCP(RiverRay,RiverPro,SentinelV)を使用している場合のみ、 

5th ビームを鉛直成分として出力することが出来ます。 

 

ADCP 傾斜補正 

鉛直(5th)Beam について、ADCP 自体の傾きを補正して鉛直流速を求めます。 
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4-12.  平均処理 

 

 

 

 

 

→データの平均処理方法を設定します。 

平均処理には、データの個数が変わる[平均]とデータを平滑化する[移動平均]の２種類をそれぞ

れ設定することが出来ます。 

 

ボックス平均 

ボックス平均は、データ個数毎の算術平均です。 

Ａ＝
1

𝑛
෍ 𝑎𝑘

௡

௞ୀଵ

=
𝑎1 + 𝑎2 + … + 𝑎𝑛

𝑛
 

 

距離平均 

移動平均は、距離毎のデータ間隔を一定にします。 

指定距離毎に含まれるデータを平均し出力しますが、指定距離内にデータが存在しない場合は、

距離毎に前後のデータを距離荷重計算し、指定距離ピッチにデータが出力されるよう算出してい

ます。 

時間平均 

時間平均は指定時間に含まれるデータ個数で算術平均を行います。 

スタート時起算の場合は、計測開始時刻から指定時間ピッチに平均し、 

毎正起算は、計測開始時以降のキリの良い時刻から指定時間ピッチに平均します。 

 

移動平均 

X 方向（アンサンブル方向）、Ｙ方向（観測層方向）に指定した区間ごとの平均値を、区間をずら

しながら求めた平均データです。単純な算術平均と異なり、データは平滑化されます。 

移動平均は、奇数値を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



p. 18 
 

4-13.  センサー方向 

 

 

センサー方向（ADCP）の観測方向は 1 アンサンブル目の方向判定をみて自動的に判定していま

す。センサー方向が異なる場合は、切り替えてください。 
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５. 断面コンタ図 

詳細設定が完了後、断面コンタ図が描画されます。 

基本的には、設定を変更する度に設定が反映されたコンタ図が自動描画されます。 

 

手動で更新する場合は、      ボタンをクリックしてください。 

 

5-1. コンタ図の表示期間を変更する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→設定後、      ボタンを 

クリックします。 

 

 

 

 

バーをクリックした状態で 

マウスで移動させるとスライドバーが移動します。 

バーを移動し期間を変更 1 アンサンブルずつ調整 
10 アンサンブルずつ調整 

変更後 
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5-2. カラー設定を変更する 

① [コンタ図描画設定]画面を起動します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② [コンタ図描画設定]画面から、任意データのカラースケールを変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンタ図描画設定画面を起動します。 

（[コンタ設定]ボタンクリック 

または、 

コンタ図描画範囲をダブルクリック） 

 

起動時は、コンタ表示タブが選択されています。 

簡単にスケールを変更する際は、 

[自動カラースケール]をクリックすると 

最大・最小値から自動的に各カラーの 

スケールが割り振られます。 
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5-3. コンタ図描画設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セレクトバー 表示期間を選択するバーの表示／非表示 

サイドローブ サイドローブラインの表示／非表示 

 メイン画面＞ 

サイドマスク サイドローブエリアのマスキングをする／しない 

※表示上マスキングするかどうかを選択します。 

 実際にサイドローブエリアのデータを除去する場合は、 

[サイドローブ定義のカット]にチェックを入れてください。 

 

 

 メイン画面＞[解析]タブ＞サイドローブ定義 

BT ライン ボトムラインの表示／非表示 

メイン画面＞[設定]タブ＞[ボトム計算方法]の設定が適応されます。 

ボトム塗り ボトムライン以下を指定色で塗りつぶしする／しない 

サイドローブライン 

ボトムライン 

拡大 
サイドローブ 

以深マスクエリア 

ボトム以深塗りエリア 
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[X 軸設定] 

コンタ図の X 軸に関わる設定をします。 

なお、距離軸／時間軸の切替はコンタ図下で指定します。 

距離軸 小数点以下の表示桁を指定します。 

小数点以下は四捨五入して表示します。 

左右岸反転は X 軸が距離の場合のみ選択できます。 

時間軸 時間軸の表示設定を行います。 

 

[Y 軸設定] 

コンタ図の Y 軸に関わる設定をします。 

タイトル Y 軸タイトルを指定します。 

小数点以下桁 小数点以下の表示桁を指定します。 

目盛間隔 Y 軸のメモリ表示間隔を指定します。 

1→全ての層を表示、2→2 層ピッチで表示 

ゼロ表示：”0”ラベルを表示します。 

表示最大水深 Y 軸最大表示値を指定します。 

“0(ゼロ)”とした場合、全層描画します。 

0 以外の任意の数値を指定した場合、指定数値を含む層までを表示し

ます。 

自動描画を選択した場合、ボトム水深に応じて表示域が変動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目盛間隔 

ゼロ表示 

表示最大水深 

コンタ図上の 

ラベル表記 
ADCP の 

各層水深 
0.25m 

0.75m 

1.25m 

1.75m 

2.25m 

2.75m 

0.5m 

1.0m 

1.5m 

2.0m 

2.5m 

※1 層目水深＝吃水深(オフセット値)+1 層目高さ(Bin1Dis) 

タイトル 

※ラベル表記 1 層目水深＝吃水深(オフセット値)+1 層目高さ(Bin1Dis)-1/2 層厚 
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[ラベル位置/フォント設定] 

タイトルや目盛などのラベル位置、フォントを設定します。 

調整項目 一括調整(フォントのみ)、Y 軸タイトル、Y 軸目盛、X 軸タイトル、

X 軸目盛、凡例 

ラベル位置微調整 矢印 ：調整項目で指定したラベルの位置を矢印方向に移動します。 

初期化：初期化位置に戻します。 

フォント種類 フォントの種類を指定します。 

フォントサイズ フォントサイズを指定します。 

 

[下向き観測]タブ 

下向き観測（移動観測、設置観測）の場合に使用します。 

設定はメイン画面サイドバーからも指定できます。 

サイドローブライン

描画 

サイドローブ干渉ラインを表示します。 

色、線サイズが指定できます。 

※サイドローブ干渉ラインの設定は、以下から行います。 

メイン画面>解析タブ＞サイドローブ定義＞ボトムレンジ 

サイドローブ以深 

マスク 

サイドローブ干渉ラインとボトムラインの間をマスキングします。 

※実際にサイドローブ干渉エリアのデータをカットする場合は、サイ

ドローブ定義でカットにチェックします。 

メイン画面>解析タブ＞サイドローブ定義＞カット 

ボトムライン描画 ボトムラインを表示します。 

色、線サイズが指定できます。 

※ボトム計算方法は、以下から行います。 

メイン画面＞設定タブ＞水面/ボトム計算方法 

ボトム以深塗り ボトム以深(底面より下の部分)を塗りつぶします。 

色が指定できます。 
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[カラースケール]設定（N,E,Mag,Vertical.ERR,PG,COR,EI,ABT,FLUX）タブ 

各コンタ図のカラースケールを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※[カラー]設定（コンタライン）タブは現在使用できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

予め保存した配色パターンを 

読み込むことが出来ます。 

現在表示しているコンタ図と連動しています。 

各配色を指定します。 

現在の配色パターンを 

保存します。 

全コンタ図のカラースケールを 

最小値と最大値から自動判定し設定します。 

最大値フィルターの値以上の 

Bad 値とします。 

カラースケール値を 

最小値と最大値から 

自動判定し設定します。 
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６. 航跡ベクトル図 

詳細設定が完了後、航跡ベクトル図が描画されます。 

基本的には、設定を変更する度に設定が反映されたベクトル図が自動描画されます。 

 

手動で更新する場合は、       ボタンをクリックしてください。 

 

6-1. ベクトル表示設定（メイン画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流速ベクトル 拡大／縮小 

ボタンをクリックする度にベクトルの⾧さが拡大／縮小されます。 

 

 

 

 

 

 

 

航跡ベクトル図表示範囲 拡大／縮小 

ボタンをクリックする度に表示範囲が拡大／縮小されます。 

 

 

 

 

 

 

※また、ベクトル図表示画面上をマウスで左クリックした状態で、動かすと、航跡ベクトル図の

表示位置を移動させる事もできます。 

拡大 

縮小 

表示範囲を拡大 

航跡ベクトル図表示範囲 

表示範囲を縮小 

流速ベクトル 

背景に GoogleMap を使用 

背景画像読込み 
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背景に GoogleMap を使用（GoogleMap から背景画像の取り込み） 

航跡ベクトル図を GoogleMap 上に表示させます。 

背景用の GoogleMpa は画像ファイルとして取得します。 

 

【ご注意】 

※GoogleMap にアクセスするため、インターネット接続が必要です。 

予め、ご使用中の PC がインターネット接続されていることをご確認ください。 

 

①      ボタンをクリック 

 

②GoogleMap 取得ウィンドウが起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

ウィンドウ起動時に航跡の始終点の GNSS 情報から観測地点付近が自動的に表示されます。 

Map 表示範囲が航跡ベクトル図画面と同じサイズになります。 

Map 表示範囲の縦横サイズなどを変更したい場合は、画面サイズを変更してください。 

なお、最大表示範囲は、航跡ベクトル図表示可能範囲となります。 

 

→GoogleMap の設定が完了後、[OK]ボタンをクリックします。 

 GoogleMap 取得ウィンドウが閉じられ、航跡ベクトル図の背景に挿入されます。 

 

 

 

 

 

 

背景画像の読込み（既存の画像ファイルを使用） 

ファイル選択画面から、既存の画像ファイルを選択します。 

 

 

 

 

 

地図の種類を選択 
※航空写真は場所によってひずみが 

生じている場合があります。ご注意ください。 

拡大率の選択 
※場所によって拡大率の最大値が異なります。 

 GoogleMap に依存しますのでご了承ください。 

地図上への図形貼り付け 
地図画像へ任意図形を挿入することが出来ます。 

目印を付ける場合などに便利です。 

別ファイルを読み込む場合は、ファイル名フォーマットが重要です。 

Googlemap_N_,34.571644,E_,135.5457444,N_,34.5722902,E_,135.5474562,.bmp 

      （地図の左下緯度経度）    （地図の右上緯度経度）  ※変則 60 進数（DD.MMmmmmm） 
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その他の表示項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座標保持 : 描画領域の座標を保持します。 

連続処理時など、座標固定時に使用します。 

 

背景表示 : 白背景または地図を表示します。 

 

凡例表示 : 凡例を表示します。 

 

航跡消去 : 航跡を消去します。ベクトルのみ表示する際に便利です。 

 

ベクトル消去 : ベクトルラインを消去します。 

 

矢羽根表示 : 矢羽根表示の有無をチェックします。 

 

方位描画 : 方位コンパスの描画有無をチェックします。 

 

流砂ベクトル : 流向流速ベクトル、流砂ベクトルの切替表示を行います。 

 

表示データ : 航跡表示を BT/GPS/コンボから選択します。 

コンボは、BT 航跡、GPS 航跡の両方が表示されます。 

 

ものさしツール : 距離と方向を算出することが出来ます。 

 

全層平均 : 表示層選択領域でしていたデータを使用し、鉛直方向に選択方宇に平

均します。※指定層のみ表示することもできます。 

グリッド表示 : グリット表示間隔を指定します。 

 

グリッドライン 

計測終了地点 

計測開始地点 

航跡 

ベクトル 

方位描画 

矢羽根 

凡例 距離 

ものさしツール 
表示データ 



p. 28 
 

6-2. ベクトル図表示設定（描画設定画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ベクトル - 共通設定] 

回転 航跡ベクトル図(見た目上)を回転します。 

 

 

 

 

 

 

矢羽根 ベクトルを矢羽根表示にします。 

 

 

 

 

⾧さ 矢羽の⾧さを変更します。 

 

[航跡ベクトル図設定] 

航跡オフセット 描画航跡ベクトル図の位置を微調整します。 

画面左上が(0,0)地点です。 

 

余白設定 描画範囲の余白を指定します。 

 

 

 

起動 

90 度回転 

矢羽根あり 

Ｙ(＋) 

Ｙ(ʷ) 

Ｘ(＋) Ｘ(ʷ) 
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[カラータブ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ベクトルカラー]タブ 

 

 

[流砂ベクトルカラー]タブ 

 

 

 

 

 

 

 

[航跡カラー]タブ [航跡毎に色分け]タブ 

※テキストモードのみ 

 

[ベクトルカラー]、[流砂ベクトルカラー]、[航跡カラー]タブ共通項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

予め保存した配色パターンを 

読み込むことが出来ます。 

各配色を指定します。 

現在の配色パターンを 

保存します。 

最大値フィルターの値以上の 

Bad 値とします。 

カラースケール値を 

最小値と最大値から 

自動判定し設定します。 

         ボタンは、 

ABT コンタカラーと同じ配色にします。 

ベクトルラインの線太さを 

指定します。 
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[ベクトルカラー]タブ 

ベクトルの色を選択項目に切替ます。 

※ベクトル自体は流向・流速値のままです。 

 

[航跡カラー]タブ 

各航跡カラー、航跡の線太さを指定します。 

[濁度グラデーション表示]にチェックすると、ABT カラーで航

跡を描画することが出来ます。 

 

 

[航跡毎に色分け]タブ ※テキストモード時のみ 

複数の航跡ベクトル図を航跡毎に色分けして表示します。 
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７. 断面ベクトル図 

移動観測では、断面ベクトル図を表示することが出来ます。 

基本的にはメイン画面で設定した内容に従って表示されます。 

軸などの表示詳細設定は、直接ウィンドウ内で変更します。 

 

7-1. 断面ベクトル図画面の表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-2. ベクトル図の表示期間を変更する 

表示期間は、メイン画面の日時選択バーから変更します。 

詳細は、「コンタ図の表示期間を変更する場合」をご参照ください。 

 

7-3. 詳細設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

断面ベクトル画面が起動します。 

断面ベクトル図表示用 

詳細設定 

断面ベクトル図表示エリア 
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 ベクトルの表示サイズを大きくします。 

 

 

ベクトルの表示サイズを小さくします。 

 ベクトルの矢印の表示／非表示を設定します。 

サイドローブ サイドローブ干渉ラインを表示します。 

サイドローブ干渉ラインの位置はメイン画面で設定します。 

サイドカット サイドローブ干渉ラインʷボトム／水面ラインの間のデータの表示を

カットします。 

BT ライン ボトムラインを表示します。 

ボトム塗り ボトム（ボトムラインより下層）を塗りつぶします。 

 

Ｙ軸設定 

Y 軸の表示設定をおこないます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[層番号]_深度 m 

表示最大水深自動描画チェック無し 

表示最大水深自動描画チェック有り 

指定層が全て表示されるため、観測設定によっ

てはボトム以深の表示が大きくなってしまう 

観測層の表示部分を拡大するために、 

自動でボトム最深層を取得し、最適な水深で 

表示します。 

※ラベル表示深度は、 

観測層の中心深度です。 

オフセット値も反映されて

います。 
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カラー設定 

カラースケールを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｘ軸設定 

X 軸の表示設定を行います。 

※移動観測の場合、X 軸は距離を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カラースケール値を 

最小値と最大値から 

自動判定し設定します。 

各配色を指定します。 

最大値フィルターの値以上の 

Bad 値とします。 

自動でスケールを取得する際の流速/ＡＢＴ最大値を 

指定します。 
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回転 

 

表示上のベクトルを任意方向に回転します。 

【0deg の場合】             【180deg の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

表示ベクトルの種類 

 

 

 

流向流速 : 絶対流速、流向を表示します。 

ベクトルの⾧さと色は流速値、方向は流向を示します。 

鉛直成分 : 鉛直成分（Ｗ）を表示します。 

ベクトルの⾧さと色は、鉛直成分値を示し、 

方向は、上向きはプラス成分、下向きはマイナス成分を示します。 

流下軸成分 : 流下軸成分を表示します。（流下軸成分は、メイン画面で指定します） 

ベクトルの⾧さと色は、流下軸成分流速値を示し、 

方向は、上向きはプラス（順流）、下向きはマイナス（逆流）を示します。 

二次流成分 : U,V,W 成分の内、Ｖ成分とＷ成分を合成したもの、Ｕ成分とＷ成分を合成し

た二次流を表現し、表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例） 

流向流速 

 

 

 

 

 

 

 

二次流成分 
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８. 各種データの出力方法 

8-1. 出力実行（テキストファイル、画像データ） 

1 つのバイナリデータ（現在表示している分）について、テキストファイルと画像データを一括

で出力します。 

 

画像データの出力項目を設定します。 

 

メイン画面＞画像出力設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力画像形式、出力データを指定します。設定完了後は「保存」ボタンを押してください。 

 

次に、テキストファイルの出力項目を設定します。 

メイン画面＞メッシュデータ出力タブ 

メイン画面＞ベクトルデータ出力タブ 

メイン画面＞センサー情報出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※断面ベクトル図を出力する場合は、 

時系列ベクトル図をチェックしてください。 
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出力項目にチェックしてください。 

全ての項目を一括でチェックする場合は、「全てチェック」を押してください。 

※選択を解除する場合は、もう一度押します。 

 

ベクトルデータ出力の鉛直平均データは、チェックした表示層を全て平均します。 

また、サイドローブ干渉ラインより下層（ボトム）は平均の対象外となります。 

 

 

事前準備が完了したら、出力実行ボタン       を押します。 

出力完了画面が起動します。 

 

[Excel を開いて画像を表示] 

出力した画像ファイルを Excel に貼り付けて表示します。 

 

[フォルダを開く] 

出力先フォルダを開きます。 

 

[閉じる] 

この表示を終了します。 

 

[Excel を開いて画像を表示] 

※Excel の起動まで数秒時間がかかることがあります。 

 

＜画像シート＞ 

出力した画像データを一括で表示することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表示順は、[レイアウト画面全項目]シートで 

確認することが出来ます。 

【バッチ出力時】 

※各シートに画像が自動貼付けされます。 
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[フォルダを開く] 

出力先フォルダを開き、出力データを確認することが出来ます。 

各項目でチェック（設定）したデータが出力されます。 

Image 画像データを保存 

Mesh メッシュデータ出力を保存 

Sensor センサーデータ出力を保存 

Vector ベクトルデータ出力を保存 

 

 

8-2. 画像のみ出力（一括） 

1 つのバイナリデータ（現在表示している分）について、選択した画像データのみを一括で出力

します。画像データの出力項目を設定します。 

 

メイン画面＞画像出力設定 

 

 

 

 

 

出力画像形式、出力データを指定します。設定完了後は「保存」ボタンを押してください。 

 

事前準備が完了したら、画像出力実行ボタン       を押します。 

 

 

 

 

            出力完了画面が起動します。 

 

 

8-3. 任意画像の保存／コピー 

任意の画像データのみを保存もしくはコピーします。 

 

マウスを任意のグラフ上に置き、右クリックします。 

「画像保存」、「画像コピー」を選択します。 

 

 

 

※コンタ図および、断面ベクトル図上でも同様の操作が出来ます。 

※断面ベクトル図を出力する場合は、 

時系列ベクトル図をチェックしてください。 
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９. テキストモードでの表示 

出力したテキストファイルを読込み、表示するモードです。 

起動時は、バイナリモードとなっているため、テキストモードに切り替えます。 

 

9-1. 「To テキストモード」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキストモード表示画面 
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9-2. テキストファイル（メッシュデータを表示する場合）を読込み 

バイナリモードでテキスト出力時に[Mesh]フォルダに出力されるテキストデータを読込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①テキストデータを読み込む 

(ﾄﾞﾗｯｸﾞ＆ドロップ) 

②表示 

（ダブルクリック 

または、 

Data 読込みボタン） 

 

テキストデータのデータ部の情報をそのまま表示します。 

メッシュデータの場合はコンタ図が表示されます。 

コンタ図とベクトル図は同時読込みが出来ます。 

※コンタ図は複数読み込む事はできません。 

 

テキストデータのヘッダー部に 

記載されている情報を全て表示します。 

※テキストモードは、フォルダの読込みができません。ファイルを読み込んでください。 
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9-3. テキストモードで断面ベクトルを表示する場合 

バイナリモードでテキスト出力時に[Vector]フォルダに出力されるテキストデータを読込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①テキストデータを読み込む 

(ﾄﾞﾗｯｸﾞ＆ドロップ) 

テキストデータのヘッダー部に 

記載されている情報を全て表示します。 

Vector データの各層データを 

（1 ファイルにつき 1 層分のデータが格納されています） 

一括で読み込みます。 

②一括描画 

全層分のファイルを 

一括読込みする場合に使用します。 

任意 1 層のみ表示する場合 

（ダブルクリック 

または、 

Data 読込みボタン） 

 

層番号 
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